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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7453 3,8091 1,70% 7,93% 3,1210 3,8171

対円 JPY 29,32 28,82 -1,71% -6,79% 35,13 28,77

対ユーロ BRL 4,3820 4,4644 1,88% 5,75% 3,8531 4,4717

対ドル JPY 109,82 109,79 -0,03% 0,61% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 128,46 128,66 0,16% -1,41% 124,62 137,50

Index 78.596 76.642 -2,49% -7,79% 88.318 75.337

bps 231,60 236,42 2,08% 27,51% 239,74 142,50

% 11,45 12,08 5,50% 22,81% 12,08 9,43

% 6,71 6,90 2,83% 9,96% 6,96 6,21

% 2,3138 2,3138 0,00% -2,33% 2,3691 1,6959

Index 198,86 199,19 0,17% -2,00% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、広範なドル買いの流れを受けてついに節目の３．８０を突破。３．８０台半ば

までレアル安が加速したところでブラジル中銀が急遽３万枚（１５億ドル相当）のスワップ入札を実施し、相場

変動の抑制に乗り出したものの、一時的な凌ぎにしかならず、３．７５台後半まで反発した後、引けにかけては

再びレアル売りが進行。２０１６年３月以来約２年ぶりの水準となる３．８０台後半で取引を終えた。マーケットで

は次の節目として３．８５が意識されているが、現在の地合いを踏まえると早々にこの水準に到達すると推測

される。注目されるのは、３．８０に達したところで中銀が明確に介入姿勢を強めたことである。中銀は金融政策

として為替をターゲットとしておらず（特定の水準に誘導することを意図していない）、介入はあくまで、「相場

変動の抑制が目的」との姿勢を貫いているが、今回の行動で中銀が３．８０を１つの防衛ラインとして意識して

いることが判明した。次のポイントは、中銀がいつまでこの防衛ラインにこだわるかである。中銀は昨日、「介入

規模は中銀の裁量でいつでも変更することができる」との見解を示しており、本日以降さらに介入姿勢を強め

ると想定されるが、現在の相場はドル主導という側面もあり、ブラジル中銀単体で相場を抑制することは困難と

いう意見が支配的となっている。なお、これまでレアル安が進行する中でも堅調な相場を維持してきたボベス

パ指数も、リスクセンチメント悪化の煽りを受けて前日比２．４９％安を記録している。


